
（別紙３）

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） １６名 （回答者数）
１５名

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子ども主体で出来るイベントを行っていく。

2

3

集団活動や社会生活に生かせるトレーニング

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・体育館の定期的使用や広い公園での身体活動が活発に出来

るようにしている。仕切りなどを用いてでクールダウン部屋

を作る。

2

事務作業の簡素化と、活動の事前準備が必要。

3

年間行事として早めに伝えてスケジュール調整をお願いす

る。

個々の子ども達が興味のある事に一緒に取り組んでいる。 小動物の飼育に関わったり、公園活動を定期的に行い、身体

を動かして発散できるようにしている。

○事業所名 ハッピーデイズしんとまち（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和　６年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　６年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　４月１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

学習時間を設けている。 機能訓練室と学習室と分けて取り組み、集中できるようにし

ている。学習時間や作業時間の取り組みに対してモチベー

ションがあがるような仕組みを行っている。

日々の情報共有を行い、必要な個別のサポートを行ってい

る。

毎月の職員会議や昼礼などで、児童一人一人の情報共有を行

い、連携して対応している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スペースの問題やクールダウンが出来る部屋がない。

活動に取り組むための事前の準備が出来ない。 職員数

家族間の交流が少ない 仕事を持たれている保護者様が多いので日程の調整が難し

い。

事業所における自己評価総括表公表


